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し
訳
な
い
」
と
の
自
責
の
念
に
耐
え
ず
、
覚
悟
の
自
決
で

あ
っ
た
ろ
う
。
少
尉
の
死
に
対
し
、
隊
長
、
同
輩
、
部
下

は
大
変
悲
し
ん
で
お
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
の
少
尉
の
死
を
見
て
、
あ
る
い
は
流
言
飛
語
の
飛
ぶ

中
で
、
山
中
に
入
っ
て
最
後
の
抵
抗
を
と
、
筆
者
も
思
っ

た
と
い
う
が
、
当
時
、
あ
の
環
境
の
中
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
者
が
、
抗
戦
・
自
決
を
一
度
は
考
え
た
と
思
う
。

終
戦
後
の
抑
留
生
活
、
特
に
、
中
国
に
お
い
て
は
、
好

意
的
な
待
遇
で
あ
っ
た
。
終
戦
翌
年
、
鹿
児
島
に
上
陸
・

復
員
・
帰
郷
し
た
と
い
う
が
、
当
時
の
年
令
、
十
六
歳
か

ら
二
十
三
歳
ま
で
、
青
春
時
代
を
軍
隊
で
過
ご
し
た
体
験

は
、
恐
ら
く
、
終
生
忘
れ
得
ぬ
体
験
で
あ
り
、
こ
の
体
験

こ
そ
が
、
敗
戦
後
の
日
本
を
現
代
の
平
和
日
本
に
仕
上
げ

た
と
思
う
。

忘
れ
得
ぬ
飛
行
兵
の
思
い
出

愛
媛
県

保

田

基

一

忘
れ
得
ぬ
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
未

明
に
、
真
珠
湾
攻
撃
で
大
東
亜
戦
争
の
口
火
が
き
ら
れ

た
。
当
時
、
私
は
旧
制
愛
媛
県
立
吉
田
工
業
学
校
の
電
気

科
三
年
の
時
で
あ
っ
た
。

毎
日
毎
日
、
海
軍
航
空
隊
の
戦
果
が
勇
ま
し
く
報
道
さ

れ
、
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
か
ら
マ
レ
ー
沖
海
戦
で
は
イ
ギ
リ
ス

の
超ちょう弩ど
級きゅうの
東
洋
艦
隊
の
戦
艦
を
二
隻
撃
沈
す
る
な
ど
、

こ
ん
な
威
力
あ
る
海
軍
航
空
隊
の
軍
人
と
は
、
ど
ん
な
人

た
ち
か
と
少
年
期
の
私
は
非
常
に
関
心
を
も
ち
、
飛
行
機

乗
り
を
熱
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
町
役
場
に
海
軍
甲
種
飛
行
予
科
練

習
生
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
、
早
速

調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
中
学
校
四
年
一
学
期
終
了
程
度
の

学
力
が
基
準
と
の
こ
と
で
、
後
の
半
年
間
で
学
科
を
勉
強
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す
る
こ
と
と
し
て
、
当
時
若
者
の
憧
れ
た
、
陸
士
、
海

兵
、
甲
飛
等
の
問
題
集
を
勉
強
し
た
。
し
か
し
難
し
く
、

難
儀
し
な
が
ら
何
回
で
も
挑
戦
し
て
や
ろ
う
と
決
心
し

た
。
そ
し
て
昭
和
十
七
年
八
月
に
学
校
に
内
緒
で
、
成
績

証
明
書
の
代
わ
り
に
通
知
簿
持
参
で
願
書
を
出
し
、
す
べ

る
の
が
恥
ず
か
し
い
の
で
、
こ
の
こ
と
は
誰
に
も
言
わ
な

か
っ
た
。

試
験
は
毎
日
、
午
前
と
午
後
に
科
目
の
テ
ス
ト
が
あ

り
、
合
格
者
の
み
が
次
の
試
験
を
受
け
ら
れ
た
。
三
日
間

の
一
次
試
験
の
合
格
者
に
は
後
日
、
佐
世
保
鎮
守
府
よ
り

二
次
試
験
の
受
験
が
許
さ
れ
、
二
次
試
験
は
昭
和
十
七
年

九
月
に
佐
世
保
海
軍
航
空
隊
で
実
施
さ
れ
、
不
合
格
者

は
、
そ
の
都
度
帰
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
間
十
日

間
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。
合
格
通
知
は
九
月
、
愛
媛
県
庁
前

集
合
で
発
表
さ
れ
た
が
、
何
と
南
予
で
は
大
州
中
学
の
渡

辺
享
、
宇
和
島
中
学
の
宮
本
大
、
そ
し
て
吉
田
工
業
の
私

の
三
人
で
、
合
格
者
の
少
な
い
の
に
驚
い
た
。

昭
和
十
七
年
十
月
、
三
重
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
、
開
隊

中
で
寝
具
や
吊
り
床
も
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
、
新
品
の
寝

具
も
堅
く
、
訓
練
も
大
変
だ
っ
た
。
服
装
整
理
、
隊
内
見

学
を
終
え
、
海
軍
四
等
水
兵
の
着
馴
れ
な
い
ジ
ョ
ン
ベ
ラ

を
着
用
し
新
兵
教
育
が
始
ま
っ
た
。

十
一
月
に
勅
令
改
正
で
一
等
飛
行
兵
と
な
り
、
七
つ
ボ

タ
ン
の
予
科
練
服
で
訓
練
に
励
ん
だ
が
、
や
が
て
適
性
飛

行
訓
練
が
鈴
鹿
航
空
隊
で
行
わ
れ
、
初
め
て
飛
行
服
を
着

て
三
式
初
級
練
習
機
に
教
員
と
同
乗
し
、
初
め
て
操
縦
桿

を
握
っ
た
。
教
員
か
ら
右
旋
回
、
左
旋
回
の
指
示
を
受
け

た
が
、
夢
中
の
空
中
感
覚
に
酔
っ
て
い
た
。

海
軍
と
い
う
と
こ
ろ
は
お
か
し
い
も
の
で
、
人
相
、
手

相
、
骨
相
な
ど
を
調
べ
て
操
縦
、
偵
察
等
に
分
け
て
訓
練

す
る
。
私
は
水
上
機
操
縦
と
決
ま
り
、
分
隊
の
編
成
替
え

で
、
陸
上
機
約
一
五
〇
人
、
水
上
機
一
〇
〇
人
、
偵
察
三

五
〇
人
に
分
か
れ
専
属
的
な
訓
練
に
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
七
日
の
海
軍
記
念
日
に
、
甲
飛

第
十
一
期
生
六
〇
〇
人
が
威
風
堂
々
と
大
阪
の
湊
町
か
ら

軍
楽
隊
の
軍
艦
マ
ー
チ
で
梅
田
の
大
阪
駅
ま
で
行
進
し
た

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

昭
和
十
八
年
六
月
、
艦
務
実
習
が
行
わ
れ
、「
陸
奥
」
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「
長
門
」「
扶
桑
」「
山
城
」
の
四
戦
艦
に
分
か
れ
て
乗
艦

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
た
ち
水
上
機
分
隊
は
「
陸
奥
」

乗
艦
と
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
十
八
年
六
月
八
日
、
戦
艦

「
陸
奥
」
の
原
因
不
明
の
謎
の
爆
沈
で
予
定
変
更
と
な
っ

た
。
し
か
も
土
浦
航
空
隊
第
十
一
期
生
の
一
個
分
隊
が
乗

艦
し
て
お
り
、
全
員
犠
牲
に
な
っ
た
。
予
科
練
の
教
程
で

最
も
悲
惨
な
事
故
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
運
命
的
な
巡
り

合
せ
を
感
じ
た
。

そ
の
後
、
十
日
間
の
休
暇
を
貰
っ
た
が
、
大
雨
の
連
続

で
帰
隊
で
き
な
く
な
り
、
二
日
遅
れ
で
帰
隊
し
た
た
め
に

高
橋
俊
作
副
長
（「
月
月
火
水
木
金
金
」
の
歌
の
作
詞
者
）

が
カ
ン
カ
ン
に
怒
っ
た
。

十
一
期
生
は
、
昭
和
十
八
年
に
仮
装
行
列
や
運
動
会
、

武
技
、
体
技
等
に
特
に
優
秀
な
成
績
を
残
し
十
一
月
に
卒

業
し
た
。
そ
し
て
第
三
十
五
期
飛
行
術
練
習
生
と
な
り
、

陸
操
は
鹿
児
島
出
水
空
、
水
操
は
博
多
空
と
北
浦
空
、
偵

察
は
鈴
鹿
と
大
井
空
に
分
か
れ
て
訓
練
を
受
け
た
。
私
も

茨
城
の
北
浦
空
へ
赴
任
し
た
。
赴
任
の
途
中
に
宮
城
と
靖

国
神
社
に
参
拝
し
、
自
分
も
い
つ
か
祀
ら
れ
る
と
、
し
み

じ
み
感
じ
、
先
輩
た
ち
の
ご
冥
福
を
心
を
込
め
て
祈
っ

た
。北

浦
空
は
、
筑
波
下
ろ
し
の
寒
風
で
、
ま
さ
に
身
を
切

る
寒
さ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
九
三
式
中
練
機
で
離
水
、

着
水
訓
練
を
繰
り
返
し
、
単
独
飛
行
の
腕
前
を
我
な
が
ら

嬉
し
く
喜
ん
だ
も
の
だ
。
そ
の
後
、
特
殊
飛
行
や
編
隊
飛

行
、
計
器
飛
行
な
ど
を
習
得
し
、
い
よ
い
よ
実
用
機
教
程

と
な
り
、
初
め
て
長
距
離
飛
行
で
中
練
機
を
大
津
空
ま
で

空
輸
し
た
。
途
中
で
愛
知
県
知
多
半
島
の
河
和
空
で
燃
料

を
補
給
し
、
懐
か
し
い
鈴
鹿
の
上
空
を
飛
ん
だ
。
途
中
で

安
井
君
の
飛
行
機
が
エ
ン
ジ
ン
不
調
で
木
曽
川
に
不
時
着

し
た
が
、
旨
く
不
時
着
し
た
の
で
褒
め
ら
れ
て
い
た
。

実
施
部
隊
の
回
顧

実
用
機
訓
練
も
完
了
し
、
昭
和
十
九
年
五
月
、
い
よ
い

よ
実
施
部
隊
へ
転
属
、
同
期
七
人
は
香
川
県
詫
間
空
に
操

縦
教
員
と
し
て
着
任
し
、
甲
飛
第
十
三
期
、
飛
練
第
三
十

八
期
生
の
指
導
を
し
た
。
こ
の
詫
間
空
に
は
大
型
飛
行
艇

も
離
着
水
す
る
た
め
大
変
混
雑
し
、
航
空
管
制
も
な
く
、
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吹
き
流
し
を
上
げ
て
い
る
程
度
で
、
日
頃
の
勘
が
左
右
す

る
訓
練
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
に
は
岩
本
練
習
生
、
松
井
教
員
、
北
村
練

習
生
、
予
備
学
生
三
人
、
教
官
一
人
、
野
口
教
員
等
が
殉

職
し
、
昭
和
十
九
年
七
月
に
は
、
佐
伯
空
の
西
条
中
学
の

吉
野
和
生
君
が
対
潜
哨
戒
・
索
敵
で
戦
死
、
水
操
分
隊
機

長
伊
藤
雪
雄
君
も
戦
死
し
た
。

い
ざ
決
戦
に

昭
和
十
九
年
一
月
、「
神
雷
部
隊
」
第
七
二
一
海
軍
航

空
隊
が
開
隊
さ
れ
た
。
こ
の
部
隊
は
、
戦
局
を
挽
回
す
る

作
戦
部
隊
で
、
人
間
ロ
ケ
ッ
ト
爆
弾
「
桜
花
」
を
主
戦
兵

器
と
し
た
特
別
攻
撃
の
専
門
部
隊
で
あ
っ
た
。
全
国
の
練

習
航
空
隊
の
教
員
や
戦
地
実
戦
部
隊
よ
り
「
桜
花
」
搭
乗

員
を
集
め
た
も
の
で
、
詫
間
空
か
ら
は
、
甲
飛
第
十
二
期

の
吉
田
稔
君
と
私
が
行
く
こ
と
と
な
り
、
別
れ
に
司
令
よ

り
短
冊
を
貰
っ
た
。

そ
の
短
冊
に
は
、
惜
別
の
詩
が
書
い
て
あ
っ
た
。

『
神
の
ま
す
琴
平
山
の
松
風
に

声
う
ち
そ
ぶ
る
空
の
神
兵
』

と
あ
っ
た
。

横
浜
ま
で
二
式
大
艇
で
送
ら
れ
る
と
い
う
破
格
の
待
遇

で
あ
っ
た
。
特
攻
隊
員
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
苦
衷
の
配

慮
だ
っ
た
と
思
う
。

茨
城
県
神
ノ
池
航
空
基
地
が
こ
の
「
桜
花
」
の
操
縦
訓

練
の
基
地
で
、
最
初
は
零
戦
を
使
い
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

た
状
態
で
標
的
を
狙
い
急
降
下
で
着
陸
す
る
訓
練
を
繰
り

返
し
行
い
、
桜
花
練
習
機
で
の
着
陸
す
る
技
術
を
身
に
付

け
た
。

高
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
よ
り
零
戦
の
フ
ル
パ
ワ
ー
で
緩

降
下
し
突
入
す
る
技
術
も
養
っ
た
。
最
終
は
海
軍
の
一
式

陸
上
攻
撃
機
の
胴
体
下
に
着
装
し
た
「
桜
花
練
習
機
Ｋ

（
ケ
ー
ワ
ン
）」
に
搭
乗
す
る
。
し
か
し
そ
の
投
下
訓
練
も

１
回
し
か
な
く
、
二
回
目
は
本
番
の
特
攻
攻
撃
で
あ
る
敵

艦
突
入
で
あ
る
。

こ
の
機
は
胴
体
に
翼
と
操
縦
桿
に
フ
ラ
ッ
プ
だ
け
の
簡

単
な
機
で
、
や
り
直
し
は
で
き
な
い
。
操
縦
の
要
領
は
高

度
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
一
式
陸
攻
機
よ
り
切
り
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離
さ
れ
、
機
首
を
下
げ
た
ま
ま
二
五
〇
ノ
ッ
ト
（
時
速
四

六
三
キ
ロ
）
で
引
き
起
こ
し
、
そ
の
ま
ま
滑
空
に
入
り
、

神
ノ
池
第
二
飛
行
場
の
地
点
を
目
指
し
て
フ
ラ
ッ
プ
を
下

ろ
し
、
一
一
〇
ノ
ッ
ト
（
時
速
二
〇
三
キ
ロ
）
で
地
上
一

メ
ー
ト
ル
の
水
平
飛
行
の
上
、
接
地
・
着
陸
す
る
。
エ
ン

ジ
ン
が
な
い
の
で
、
静
か
で
速
力
が
あ
り
、
舵
は
よ
く
効

く
の
で
、
す
ぐ
に
操
縦
の
要
領
を
会
得
し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
、
南
九
州
地
区
へ
進
出
し
て
行
っ
た

が
、
全
員
戦
死
す
る
の
で
、
後
続
の
搭
乗
員
を
訓
練
す
る

た
め
に
、
基
幹
員
と
し
て
甲
飛
第
十
三
期
生
、
飛
練
第
三

十
八
期
生
の
中
練
教
程
卒
業
者
を
零
戦
搭
乗
員
と
し
て
、

複
座
の
訓
練
機
の
後
部
座
席
で
教
員
と
な
っ
て
訓
練
に
従

事
し
た
。
そ
の
部
隊
は
「
龍
巻
部
隊
、
七
二
二
空
」
の
名

称
と
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
十
八
日
、
九
州
沖
航
空
戦
が
始
ま

り
、
桜
花
直
援
の
戦
闘
機
隊
で
あ
る
戦
闘
三
〇
五
・
三
〇

六
・
三
〇
七
が
、
こ
の
重
な
る
空
戦
で
喪
失
が
激
し
く
、

第
一
回
目
の
桜
花
特
攻
作
戦
に
は
三
〇
機
し
か
随
行
で
き

ず
、
ま
た
桜
花
の
母
機
で
あ
る
十
八
機
の
一
式
陸
攻
は
、

多
数
の
敵
戦
闘
機
の
待
ち
伏
せ
に
会
い
、
無
念
に
も
敵
空

母
群
ま
で
到
着
せ
ず
し
て
全
滅
し
、
零
戦
一
〇
機
も
失
っ

た
。全

滅
の
憂
き
目
に
会
っ
た
神
雷
部
隊
、
桜
花
部
隊
は
、

新
型
の
零
戦
五
二
型
に
五
〇
〇
キ
ロ
（
五
〇
番
）
爆
弾
を

装
着
し
て
体
当
た
り
攻
撃
を
桜
花
攻
撃
と
一
緒
に
や
る
こ

と
に
な
っ
た
。

「
桜
花
」
の
編
隊
攻
撃
を
単
機
の
奇
襲
攻
撃
に
変
更

し
、
沖
縄
方
面
の
菊
水
作
戦
と
し
て
（
一
号
〜
十
号
）
続

い
た
。「
龍
巻
部
隊
の
教
員
達
」
も
第
二
次
進
出
と
し
て

四
月
十
四
日
に
鹿
屋
基
地
に
移
動
し
た
。
そ
の
日
も
一
式

陸
攻
七
機
、
桜
花
爆
撃
隊
六
機
を
見
送
り
、
十
六
日
に
は

桜
花
攻
撃
機
五
機
と
桜
花
爆
撃
機
九
機
を
見
送
っ
た
。

特
攻
隊
員
と
し
て
の
記
録

昭
和
二
十
年
四
月
十
八
日
、
忘
れ
も
し
な
い
爆
戦
特
攻

の
搭
乗
割
り
が
私
に
下
っ
た
。
三
十
分
後
に
司
令
部
前
に

整
列
と
い
う
。
い
よ
い
よ
行
く
番
が
き
た
。
肌
着
と
褌
を
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新
品
に
替
え
、
今
ま
で
の
着
衣
は
庭
で
一
斗
缶
に
て
焼
却

し
、
私
物
は
遺
品
と
し
、
あ
ら
か
じ
め
書
い
て
置
い
た
遺

書
と
遺
髪
、
遺
爪
を
副
官
部
に
提
出
し
た
。
短
い
三
十
分

間
で
あ
っ
た
。
司
令
部
前
に
整
列
し
五
航
艦
の
幹
部
か
ら

は
次
々
と
激
励
の
訓
示
が
あ
り
、
美
辞
麗
句
と
い
う
か
何

か
煽
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
本
日
は
山
本
五

十
六
元
帥
の
命
日
で
、
仇
討
ち
攻
撃
だ
と
言
わ
れ
、
私
も

元
帥
と
同
じ
命
日
に
な
る
の
か
、
い
い
な
と
思
っ
た
。

士
官
用
の
湯
飲
み
で
別
離
の
杯
を
飲
む
。
チ
ャ
ー
ト

（
航
空
図
）
に
敵
艦
の
位
置
を
書
き
込
み
、
股
の
記
録
盤

に
挟
ん
だ
。
迎
え
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
ろ
う
と
し
た
時
、
同

郷
の
十
七
志
丙
飛
の
木
村
君
に
会
っ
た
。

「
保
田
さ
ん
、
征
く
ん
で
す
か
、
何
か
言
い
残
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
た
の
で
、
私
は
「
今
日
、
今

か
ら
爆
戦
で
突
っ
込
ん
で
く
る
。
も
う
遺
品
は
副
官
部
に

提
出
し
た
か
ら
何
も
な
い
が
、
元
気
で
出
発
し
た
と
伝
え

て
や
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
言
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
た
。

い
つ
ま
で
も
彼
は
不
動
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
真
剣
な
目
な

差
し
で
敬
礼
を
し
た
ま
ま
送
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
彼

も
一
式
陸
攻
の
主
操
縦
員
と
し
て
「
菊
水
十
号
作
戦
」
の

特
攻
出
撃
を
し
、
戦
死
し
た
。

出
撃
の
整
列
線
に
向
か
い
搭
乗
機
に
手
を
掛
け
上
が
る

時
、
ふ
と
思
わ
ず
も
う
こ
の
地
上
を
踏
む
こ
と
は
な
い
の

だ
と
、
二
度
、
三
度
と
足
踏
み
を
し
て
爆
撃
機
上
に
乗
り

込
ん
だ
。
操
縦
席
の
私
に
整
備
員
が
近
寄
り
「
零
戦
と

違
っ
て
爆
弾
投
下
把
柄
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
い
ざ
の
時
、

こ
れ
を
引
く
と
爆
弾
が
落
ち
ま
す
」
と
説
明
し
て
く
れ

た
。
敵
戦
闘
機
に
襲
撃
を
受
け
た
時
に
は
爆
弾
を
落
と

し
、
身
軽
な
状
態
で
反
転
し
て
戦
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

い
ざ
出
発
と
い
う
時
、
指
揮
所
の
方
で
発
煙
筒
の
煙
が

上
が
る
。
何
の
合
図
か
と
思
う
ま
も
な
く
伝
令
が
き
て

「
発
進
中
止
、
爆
弾
を
直
ち
に
掩えん
体たい
壕ごう
に
し
ま
え
」
と
い

う
。
そ
こ
で
整
備
員
の
誘
導
で
滑
走
路
と
反
対
側
の
方
向

に
行
き
、
壕
の
近
く
で
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
た
。

後
で
の
説
明
で
は
、
攻
撃
目
標
上
空
に
は
グ
ラ
マ
ン
、

コ
ル
セ
ア
な
ど
の
敵
戦
闘
機
が
い
っ
ぱ
い
で
、
群
雀
の
よ

う
に
い
る
。
も
し
出
発
し
て
攻
撃
す
れ
ば
全
滅
し
、
効
果

な
し
と
判
断
し
た
ら
し
い
、
と
い
う
。
そ
の
敵
機
が
、
ま

167



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1519 168 89/03/10/09:38:36 H

E
G
U
1519 bun p157-

も
な
く
南
九
州
を
荒
ら
し
廻
っ
た
。

四
月
二
十
二
日
、
私
た
ち
は
、
鹿
屋
で
は
危
険
で
あ
る

と
宮
崎
県
富
高
基
地
（
日
向
市
）
に
移
動
し
、
次
の
出
撃

の
た
め
に
待
機
し
た
。

連
日
、
攻
撃
命
令
が
で
る
。
そ
の
都
度
、
次
の
攻
撃
隊

が
指
名
さ
れ
、
鹿
屋
よ
り
桜
花
部
隊
が
特
攻
出
撃
し
た
。

六
月
二
十
二
日
、「
第
十
号
菊
水
作
戦
」
と
い
う
大
規
模

な
沖
縄
作
戦
は
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
い
よ
い
よ
七
月
一

日
、
本
土
決
戦
の
警
戒
が
発
令
さ
れ
、
桜
花
隊
員
は
石
川

県
小
松
基
地
に
移
動
し
、
待
機
し
た
ま
ま
終
戦
と
な
っ

た
。

【
解

説
】

〔
甲
飛
第
十
一
期
生
の
概
要
〕

入

隊

昭
和
十
八
年
十
月
一
日

入
隊
者
数

一
、
一
九
一
人

戦
死

七

三

三

人
（
死

亡

率

六

一
％
）

配
属
部
隊

土
浦
海
軍
航
空
隊

五
八
五
人

三
重
海
軍
航
空
隊

六
〇
六
人

飛
行
練
習
生

第
三
十
五
期

操
縦
専
修
者
（
出
水
空
、北
浦
空
、博
多

空
）

偵
察
専
修
者
（
鈴
鹿
空
、
大
井
空
）

飛
行
練
習
生

第
三
十
六
期

操
縦
専
修
者
（
大
村
空
、
名
古
屋
空
）

偵
察
専
修
者
（
徳
島
空
、
上
海
空
）

甲
飛
第
十
一
期
生
の
死
亡
率
は
六
一
％
に
達
し
て
い

る
。こ

の
太
平
洋
戦
争
の
最
中
に
入
隊
、
そ
れ
ま
で
先
輩
の

古
参
の
空
の
強
者
が
、
前
半
戦
に
失
わ
れ
た
後
を
補
う
よ

う
に
訓
練
を
受
け
た
。
し
か
も
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
後

半
期
の
激
戦
の
中
に
投
入
さ
れ
、
文
字
通
り
身
を
も
っ
て

皇
国
の
防
波
堤
と
な
ら
ん
と
の
気
概
を
唱
え
つ
つ
、
そ
の

多
く
の
者
は
空
は
勿
論
、
翼
の
な
い
海
の
特
攻
な
ど
に
ま

で
、
そ
の
失
わ
れ
た
防
波
堤
の
中
に
埋
没
さ
れ
て
い
る
。
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体
験
記
筆
者
も
、
昭
和
二
十
年
に
は
、「
神
雷
部
隊
」

の
「
桜
花
」
特
別
攻
撃
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
。

「
桜
花
」
は
ロ
ケ
ッ
ト
人
間
爆
弾
で
あ
る
。
高
度
三
、

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
母
機
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
約
九
秒
間

ロ
ケ
ッ
ト
が
噴
射
し
、
あ
と
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
敵

艦
に
体
当
た
り
す
る
兵
器
で
あ
っ
た
。

最
初
の
桜
花
特
別
攻
撃
隊
（
神
雷
部
隊
）
の
隊
長
で

あ
っ
た
野
中
五
郎
・
海
軍
少
佐
は
、
こ
の
「
桜
花
」
を

「
こ
の
槍
、
つ
か
い
難
し
」
と
喝
破
し
た
、
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
野
中
海
軍
少
佐
は
、
自
分
が
桜
花
に
乗
る
の

で
は
な
く
て
、
母
機
で
桜
花
十
五
機
を
運
ぶ
陸
攻
隊
の
指

揮
官
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
一
日
、
最
初

の
攻
撃
後
、
今
後
の
使
用
を
止
め
る
よ
う
遺
言
し
て
い

る
、
と
い
う
。
軍
の
中
で
も
極
め
て
悲
愴
な
兵
器
で
あ
っ

た
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
の
「
桜
花
」
は
約
八
五
〇
機
が
製
造
さ
れ
、
全
体
の

戦
果
は
駆
逐
艦
一
隻
の
撃
沈
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
母
機
と
な
っ
た
陸
攻
は
、
海
軍
の
陸
上
攻
撃
機

で
、
こ
れ
に
は
二
機
種
あ
っ
て
、
中
国
本
土
攻
撃
で
活
躍

し
た
中
攻
（
九
六
式
陸
攻
）
と
太
平
洋
戦
争
の
主
役
で

あ
っ
た
一
式
陸
攻
で
あ
る
。

こ
の
一
式
陸
攻
は
主
翼
を
燃
料
タ
ン
ク
に
し
て
、
積
め

る
だ
け
の
燃
料
を
積
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
九

六
陸
攻
よ
り
も
全
長
が
三
メ
ー
ト
ル
長
い
だ
け
で
あ
っ
た

が
、
機
銃
や
爆
弾
、
魚
雷
を
積
み
、
最
大
速
度
は
四
五
〇

キ
ロ
と
速
い
も
の
で
あ
っ
た
。
中
攻
は
約
千
機
、
一
式
陸

攻
は
約
二
千
四
百
機
製
造
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
陸
攻
が
、
胴
体
に
「
桜
花
」
を
吊
り
下
げ
て
、
敵

艦
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
運
ん
で
行
く
。
そ
し
て
こ
の
陸

攻
一
機
に
は
七
、
八
人
が
搭
乗
し
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
野
口
少
佐
の
指
揮
し
た
最
初
の
桜
花
特
攻

だ
け
で
、
桜
花
十
五
人
、
母
機
の
陸
攻
、
援
護
の
戦
闘
機

の
被
害
を
入
れ
て
、
戦
死
者
数
は
一
六
〇
人
に
及
ん
だ
と

い
う
。
あ
た
ら
永
年
の
教
育
訓
練
を
経
た
多
数
の
実
戦
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
、
一
回
の
攻
撃
で
、
一
瞬
に
失
わ
れ
た
の
で

あ
る
。
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海
戦
に
お
い
て
空
母
一
隻
を
失
っ
た
陰
に
も
、
帰
還
し

て
き
た
飛
行
機
を
収
容
で
き
な
い
で
、
数
百
人
の
実
戦
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
喪
失
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
大
戦
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
不
足
を
招
い
た
主

因
は
、
こ
の
よ
う
な
大
量
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
喪
失
が
背
景
に

あ
っ
た
も
の
と
思
う
。

そ
し
て
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、
学
徒
動
員
に
よ
る
海
軍

予
備
学
生
、
予
科
練
、
少
年
・
年
少
兵
が
動
員
さ
れ
、
投

入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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